
第2次トランプ政権下のアメリカで。
大学でいったい何が起きているのか？
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大失敗！

ESTA取り忘れ…。

９月２日～６日 ４日～６日

今回、私の報告はおまけ。



cf.『バークレー便り』https://www.nuis.ac.jp/~shiroshi/niigata/berkeley/index.html

2008～2009年
＠バークリー



何よりも「自動運転」（Full Self-Driving）体験！①



何よりも「自動運転」体験！②



何よりも「自動運転」体験！③



何よりも「自動運転」体験！④



何よりも「自動運転」体験！⑤ WAYMO



「自動運転」にも感じた、加速度的に進むAIの世界
AGI（汎用人工知能（Artificial General Intelligence））、そして
ASI（人工超知能（Artificial Super Intelligence））＝“シンギュラリティ”の時代へ。

未来学者レイモンド・カーツワイルは、2045年頃にシンギュラリティが訪れると予言。

    それとも、それは、2030年？ あるいは、２０２７年？。

cf. 星新一「おカバさま」の世界。

ジョン・フォン・ノイマン
（1903-57）

レイ・カーツワイル（1948-）
cf. テスラの自動運転＠カリフォルニア

サム・アルトマン（1985-）

“神”？ “ポスト・ヒューマン”の誕生。

指数関数的なテクノロジーの進化
によってAIが人間の知能を大幅
に凌駕する時がくる。



テクノロジーの爆発的進化と、「民主主義」や「人間」の劣化

――今、アメリカの大学で起こっていること。



一人の研究者（Rさん）からうかがった驚きのできごと。

“私たちは、第二次トランプ政権をみくびっていた。”

“やはり科学研究の上位に政治がある。”

“アメリカでは、研究費予算の削減が直ちにレイオフにつながる。”
※大学院生を一人抱えるのに約1000万円必要。家賃は月に約50万円。

“環境やジェンダーなど、少しでもリベラル臭のするものは、す
べて予算カットされる。”

← バンス「WOKE（＋大学）は“public enemy” だ！
※研究者の活動は、省庁が管轄。Rさんも経歴変更。

“日々学内でサイドビジネス・転職説明会が開かれます。”
アジア等に流出する頭脳。

“アメリカは、世界中のコンサルティングをしてきたが、それが
失われることになる。”

“佐々木さんがいらっしゃった頃の学生の自由な活動
も、もう見られなくなった。”



トランプ政権の大学攻撃

●3月 ハーバードが「連邦規制を順守しているかどうか」を確認するために、総額90億ドル（約1兆2900億円）近
い助成金などを見直すと発表。トランプ政権は、同大学にDEI（多様性、公平性、包摂性）施策の見直しや学内での
「反ユダヤ主義的活動」の取り締まりの強化を求めている。トランプ政権は3月に、60の大学を対象とした反ユダヤ
的活動の調査を開始した。教育省は書簡で、大学が人種や肌の色、国籍に基づく差別を禁じた公民権法に違反し、
キャンパス内で「ユダヤ人学生を守る義務」を怠ったと認定された場合に、「強制措置」が取られる可能性があると
警告している。調査対象となった最初の5校のうちの1校であるコロンビア大学は、4億ドル（約571億円）相当の連
邦助成金などをトランプ政権により打ち切られた。プリンストン大学やコーネル大学、ノースウェスタン大学も、一部
の研究に対する助成金を凍結されている。

●ハーバードの寄付基金の評価額は、2024年の会計年度に532億ドル（約7兆6000億円）に達し、プラス9.6％
の運用成績を記録していた。同大学の寄付基金は全米の大学の中で最大で、これに続くのがイェール大学（420億
ドル、約6兆円）とテキサス大学オースティン校を含むテキサス大学システム（400億ドル、約5兆7200億円）とさ
れている。これにかかる税金を上げる方針。

●トランプ政権は、昨年起きたイスラエルによるガザ侵攻に抗議する大学キャンパス内の一連の抗議行動に関連す
るユダヤ人学生に対する差別や嫌がらせの訴えを調査している。

●外国人学生を「強制送還」する動きも

リンダ・マクマホン教育長官は先月、ハーバードがユダヤ人学生の保護を怠り、「自由な探究よりも分断的なイデオ
ロギーを推進している」と非難した。

●トランプ政権は、大学への資金提供を見直すだけでなく、抗議活動に関与した外国人の学生のビザを取り消し、
強制送還を試みている。たとえば、コロンビア大学の学生のマフムード・カリルは正規のビザを保有し、米国の永住
権も持っていたにも関わらず、3月初めに同大の学生寮で身柄を拘束された。ルイジアナ州の移民裁判所は11日、
カリルの国外退去処分が可能との判断を示した。



2024年大統領選挙後
のアメリカ

●MAGA：孤立主義
トランプ「日韓は独自で核兵器
保有を！」

●世界政治の不確実化

●「全体主義」の生成

約200年前にトクヴィルが「デモ
クラシー」を発見したアメリカ
は、今、「全体主義」の先進地。



「全体主義」国家アメリカ

R氏 “ハーバード大が先陣をきって闘っている。”
“唯一の希望は連邦裁判所の判決！”

★ 大統領府（行政）に対するチェック・アンド・バランスの
機能を発揮することが期待されている議会（立法）と裁
判所（司法）が機能不全になっている。

裁判所については、トランプ政権の相互関税に対して、
1審、2審の裁判所が違憲判決を下すな、一定の機能を
発揮している。しかし、最高裁については、9人の判事
のうち6人（うち3人は第1期トランプ政権が任命）が保
守派で共和党寄りの判断を示す可能性が高い。

民間の知識人監視サイト「戦争省」（war office）
の誕生！

※1789～1947年



寂しいUCバークレー… でも、バークレー。



構造的暴力を越える道

ご清聴ありがとうございました。
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